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１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無   ：有（詳細は 5 頁をご覧下さい） 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：無 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無       ：無 

 

２．平成 19 年 3 月期 第 3 四半期財務・業績の概況（平成 18 年 4 月 1 日～平成 18 年 12 月 31 日） 

(１) 経営成績（連結）の進捗状況    (注) 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 経常収益 経常利益 四半期（当期）純利益

 

１９年３月期第 3 四半期

１８年３月期第 3 四半期

          百万円   ％

   ８，１２９   （ 1.4 ）  

８，０１２   （ － ）

     百万円    ％

１,７５１   （ 21.8 ）

   １,４３６   （ － ）

    百万円    ％

      ９６９   （ 29.3 ）

７４９    （ － ）

（参考）１８年３月期 １１,１２３      ２,３７８ １,２６１ 

 
 １株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり四半期（当期）純利益

 

１９年３月期第 3 四半期

１８年３月期第 3 四半期

円   銭 

       ４０   ４０   

３１   ２２ 

円   銭 

          ― 

― 

（参考）１８年３月期 ５０  ７６ ― 

 (注) 経常収益、経常利益、四半期（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示し

ております。なお、平成 18 年 3 月期第 3 四半期より四半期決算を行っているため、同四半期における

対前年同四半期増減率については記載しておりません。 

 

（２）財政状態（連結）の変動状況 

 総資産 純資産 自己資本比率(注) １株当たり純資産

 

１９年３月期第 3 四半期

１８年３月期第 3 四半期

            百万円

４７８，５１６    

４６３，６２２  

           百万円

３４，２８３   

   ３４，３７２ 

               ％ 

       ７．１  

７．４ 

     円   銭

  １,４２８   ４６

 １,４３２    ２０

（参考）１８年３月期 ４６６，３６０ ３４，７８４   ７．４   １,４４７    ５５

  (注)  上記 自己資本比率は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除した比率で

あり、「銀行法第 14 条の 2の規定に基づき自己資本比率の基準を定める件」（平成 5 年 3月 31 日付大蔵

省告示第 55 号）に基づいて算出する連結自己資本比率ではありません。 

 

３．平成 19 年 3 月期の連結業績予想（平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日） 

  平成 19 年 3月期の通期の連結業績予想につきましては、平成 18 年 11 月 20 日公表値から変更ございません。 
 
  （参考：平成 18 年 11 月 20 日公表値） 

  経常収益 経常利益 当期純利益 

 

通    期 

百万円

１０，９７０ 

百万円

２，０４０ 

百万円

１，１６０ 

 (注)  1 株当たりの予想当期純利益（通期）48 円 33 銭 
※ 上記の業績予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の 

業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 
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比較四半期 連結貸借対照表 

                                      （単位：百万円） 
 

科   目 
当四半期（Ａ） 

（平成 19 年 3 月期 
第 3 四半期末） 

前四半期（Ｂ） 
（平成 18 年 3 月期 
第 3 四半期末） 

比    較 
（Ａ）－（Ｂ） 

（参考） 
平成 18 年 3 月期 

(資 産 の 部 ) 

 現 金 預 け 金  

 コ ー ル ロ ー ン 及 び 買 入 手 形  

 買 入 金 銭 債 権  

有 価 証 券  
 貸 出 金  

 そ の 他 資 産  

 動 産 不 動 産  

 有 形 固 定 資 産  

 無 形 固 定 資 産  

繰延税金資産            

 支 払 承 諾 見 返  

 貸 倒 引 当 金  

２４，９７２

７，４００

９９９

５９，０８５

３７８，４６９

１，２９０

―

９，１４０

３３０

５９７

６９２

△４，４６０

２８，３３０

８，５００

―

６０，６１１

３５８，９５７

１，３６８

９，６６９

―

―

―

７８２

△４，５９６

 

△３,３５７ 

△１,１００ 

９９９ 

△１,５２５ 

１９,５１１ 

△７７ 

― 

― 

― 

５９７ 

△８９  

１３５ 

３７，６５３

９，０００

―

５７，４６１

３５５，２６９

１， ２２０

９，３４１

―

―

―

７４０

△４，３２６

資 産 の 部 合 計  ４７８，５１６ ４６３，６２２ １４,８９３ ４６６，３６０

(負 債 の 部 ) 

 預 金  

 そ の 他 負 債  

賞与引当金 

退 職 給 付 引 当 金  

 繰延税金負債 

 再評価に係る繰延税金負債 

 支 払 承 諾  

４３６，３７４

２，９５９

２４６

１，６８６

―

２，２７３

６９２

４２１，５９２

２，４８８

２２１

１，７５２

６８

２，３４３

７８２

 

１４,７８１ 

４７１ 

２５ 

△６６ 

△６８ 

△７０ 

△８９ 

４２２，１９９

３，９３６

４３９

１，７３２

２３８

２，２８７

７４０

負 債 の 部 合 計  ４４４，２３３ ４２９，２４９ １４,９８３ ４３１，５７６

（ 少 数 株 主 持 分 ）  

少 数 株 主 持 分    ― ―

 

― ―

(資 本 の 部 ) 

 資 本 金  

 資 本 剰 余 金  

 利 益 剰 余 金  

土 地 再 評 価 差 額 金  

 そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金  

―

―

―

―

―

２，０００

０

２３，４５６

３，６６６

５，２４８

 

― 

― 

― 

― 

― 

２，０００

０

２４，０５６

３，５７８

５，１４８

資 本 の 部 合 計  ― ３４，３７２ ― ３４，７８４

負 債 ､少 数 株 主 持 分 及 び

資 本 の 部 合 計  
― ４６３，６２２ ― ４６６，３６０

(純 資 産 の 部 ) 

(株 主 資 本 ) 

 資 本 金  

資 本 剰 余 金  

利 益 剰 余 金  

株 主 資 本 合 計  

(評 価 ・ 換 算 差 額 等 ) 

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金  

 土 地 再 評 価 差 額 金  

 評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計  

(少 数 株 主 持 分 ) 

２，０００

０

２４，８８５

２６，８８６

３，８４０

３，５５６

７，３９６

―

―

―

―

―

―

―

―

―

 

 

― 

― 

― 

― 

 

― 

― 

― 

― 

―

―

―

―

―

―

―

―

純 資 産 の 部 合 計  ３４，２８３ ― ― ―

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計  ４７８，５１６ ― ― ―

 
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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比較四半期 連結損益計算書 
                                      （単位：百万円） 

 
科   目 

当四半期（Ａ） 
（平成 19 年 3 月期 

第 3 四半期） 

前四半期（Ｂ） 
（平成 18 年 3 月期 

第 3 四半期） 

比    較 
（Ａ）－（Ｂ） 

（参考） 
平成 18 年 3 月期 

経 常 収 益  ８，１２９   ８，０１２   １１６  １１，１２３   

 資 金 運 用 収 益  

（ う ち 貸 出 金 利 息 ）  

(う ち 有 価 証 券 利 息 配 当 金 ）  

 役 務 取 引 等 収 益  

 その他業務収益 

そ の 他 経 常 収 益  

７，２８６  

（６，５３６）

（７３０）

７４２  

２５  

７３  

６，９５９  

（６，３８７）

（５６８）

６９６  

１９  

３３７  

３２６  

（１４８） 

（１６２） 

４６  

６  

△２６３  

９，８０４  

（８，４７５）

（１，３２２）

９２１  

２９  

３６７  

経 常 費 用  ６，３７７  ６，５７６  △１９８  ８，７４４  

資 金 調 達 費 用  

（ う ち 預 金 利 息 ）  

 役 務 取 引 等 費 用  

 その他業務費用 

営業経費 

そ の 他 経 常 費 用  

３２１  

（３１４）

４７４  

４  

５，１３５  

４４３  

８６  

（８５）

４３８  

３  

５，２９４  

７５２  

２３４  

（２２８） 

３５  

０  

△１５９  

△３０９  

１１９  

（１１６）

５９６  

１７１  

６，９１７  

９３８  

経 常 利 益  １，７５１  １，４３６  ３１４  ２，３７８  

特 別 利 益  

特 別 損 失  

４４  

４２  

１７０  

２７６  

△１２６  

△２３３  

３８４  

４３０  

税 金 等 調 整 前 四 半 期（ 当 期 ）純 利 益  

法 人 税 ・ 住 民 税 及 び 事 業 税  

法 人 税 等 調 整 額  

少 数 株 主 利 益 （ △ は 少 数 株 主 損 失 ） 

１，７５２  

７８２  

―  

―  

１，３３１  

５８１  

― 

     ― 

４２１  

２００  

―  

―   

２，３３３  

８８１  

１９０  

―  

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益  ９６９  ７４９  ２２０  １，２６１  

 
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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四半期 連結株主資本等変動計算書 

                                      （単位：百万円） 
株主資本  

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計 

平成 18 年 3 月 31 日残高 ２，０００ ０ ２４，０５６ ２６，０５７

当四半期中の変動額  

剰余金の配当（注 2） △１２０ △１２０

役員賞与  （注 2） △４３ △４３

四半期純利益 ９６９ ９６９

土地再評価差額金の取崩 ２２ ２２

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 当 四 半 期
中 の 変 動 額 （ 純 額 ）   

当四半期中の変動額合計 ― ― ８２８ ８２８

平成 18 年 12 月 31 日残高 ２，０００ ０ ２４，８８５ ２６，８８６

 
 

評価・換算差額等  
その他有価証  

券評価差額金 
土地再評価差額金 

評価・換算   

差額等合計 
純資産合計 

平成 18 年 3 月 31 日残高 ５，１４８ ３，５７８ ８，７２６ ３４，７８４

当四半期中の変動額  

剰余金の配当（注 2）  △１２０

役員賞与  （注 2）  △４３

四半期純利益  ９６９

土地再評価差額金の取崩  ２２

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 当 四 半 期
中 の 変 動 額 （ 純 額 ）  △１，３０７ △２２ △１，３２９ △１，３２９

当四半期中の変動額合計 △１，３０７ △２２ △１，３２９ △５０１

平成 18 年 12 月 31 日残高 ３，８４０ ３，５５６ ７，３９６ ３４，２８３

（注）1．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

   2．平成 18 年 6 月の定時株主総会における利益処分項目であります。 
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四半期財務情報作成のための基本となる事項 

 
   当行は、中間（連結）財務諸表等の作成基準をベースとしつつ、一部「簡便な手続き」を採用して四半期財

務・業容の概況を作成しております。 
   なお、四半期財務・業容の概況に関する計数は、監査法人の監査を受けておりません。 
  【簡便な手続きの内容】 
   １．貸倒引当金の計上基準 
     平成 18 年 9 月末時点における債務者区分をベースとし、平成 18 年 9 月末から平成 18 年 12 月末まで

の倒産、不渡り、延滞等の客観的事実のほか、当行の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直し

を行った平成 18 年 12 月末残高に対し、平成 18 年 9 月中間期に適用した貸出実績率等に基づき計上し

ております。 
   ２．法人税等の計上基準 
     簡便的に法定実効税率をベースとした年間予測税率により算出しており、法人税等調整額は「法人税、

住民税及び事業税」に含めて表示しております。 
 
 
 

表示方法の変更 
 

「銀行法施行規則」（昭和 57 年大蔵省令第 10 号）別紙様式が「無尽業法施行細則等の一部を改正する内閣府

令」（内閣府令第 60 号平成 18 年 4 月 28 日）により改正され、平成 18 年 4 月 1 日以後開始する事業年度から

適用されることになったこと等に伴い、当四半期から以下のとおり表示を変更しております。 
 （1）「動産不動産」は、「有形固定資産」「無形固定資産」又は「その他資産」に区分して表示しております。 
 （2）「その他資産」に含めて表示していたソフトウェアは、「無形固定資産」に含めて表示しております。 
 
 
 

セグメント情報 
 
（１）事業の種類別セグメント情報 
    連結会社は銀行業以外に一部不動産、保証業務等の事業を営んでおりますが、それらの事業の全セグメン 

  トに占める割合が僅少であるため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。 
 
（２）所在別セグメント情報 
    在外連結子会社及び在外支店等がないため該当項目はありません。 
 
（３）国際業務経常収益 
    国際業務経常収益が連結経常収益の 10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しております。 
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 平成１９年３月期 第３四半期 決算説明資料  

 
 

１．損益の状況（ 単体 ） 

 

 

 

 

 

 

  
平成１９年３月期第３四半期の 業務純益は 27 億 12 百万円、コア業務純益は 20 億 95 百万円 

経常利益は 17 億 98 百万円、四半期純利益は 10 億 17 百万円となり、

損益は順調に推移しております。 

（単位：百万円） 

          当四半期 

１９年３月期第３四半期

（Ａ） 

前年同四半期 

１８年３月期第３四半期

（Ｂ） 

比較 

 

（Ａ）-（Ｂ） 

（参考） 

１８年３月期 

経常収益  ８，０９９ ７，９８５ １１４ １１，０８５

業務粗利益 ７，２０２ ７，１１１ ９１ ９，８１８

資金利益 ６，９６５ ６，８７５ ８９ ９，６８６

役務取引等利益 ２１５ ２２０ △４ ２７３

その他業務利益 ２１ １５ ５ △１４２
 

 うち国債等債券関係損益 ２１ ２３ △２ △１４２

経費（除く臨時処理分） ５，０８５ ５，２３４ △１４８ ６，８４１

うち人件費 ３，０８４ ３，０８９ △５ ４，０７８
 

うち物件費 １，７６１ １，７６７ △６ ２，４４７

 うち税金 ２３９ ３７６ △１３７ ３１５

業務純益（一般貸倒引当金繰入前） ２，１１７ １，８７６ ２４０ ２，９７６

 コア業務純益（注） ２，０９５ １，８５３ ２４２ ３，１１８

①一般貸倒引当金繰入額 △５９５ △３１３ △２８１ △４９８

業務純益 ２，７１２ ２，１９０ ５２１ ３，４７５

臨時損益 △９１３ △７２３ △１８９ △８３４

②うち不良債権処理額 ８７５ ９７５ △１００ １，０６３

貸出金償却 ― ０ △０ ０

個別貸倒引当金純繰入額 ８４４ ８３２ １２ ９１９ 

その他の債権売却損等 ３１ １４３ △１１２ １４４

 

うち株式等関係損益 △１ ２４７ △２４８ ２４８

経常利益 １，７９８ １，４６６ ３３１ ２，６４０

特別損益 ０ △１１２ １１２ △４３１

税引前四半期（当期）純利益 １，７９８ １，３５４ ４４４ ２，２０８

税金費用 ７８１ ５７９ ２０２ １，０４９

四半期（当期）純利益 １，０１７ ７７４ ２４２ １，１５９

  

①+② 与信費用 ２８０ ６６１ △３８１ ５６４

 
（注）コア業務純益 ＝ （業務純益） ＋ （一般貸倒引当金繰入額） ― （国債等債券関係損益） 
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 株式会社 静岡中央銀行 

 
２．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示（ 単体 ）   

 

 平成１８年１２月末の「金融再生法開示債権（単体）」は１２，８６４百万円となり、総与信に占める 

 割合は ３．３９％となりました。 
 

 

 

（単位：百万円）   (参考)  （単位：百万円） 

  
平成 18 年 12 月末 平成 17 年 12 月末

 
平成 18年 9月末 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 ３，１９９ ２，９７５  ３,１４５

危険債権 ８，５８０ ７，９９１  ８,５６０

要管理債権 １，０８５ ２，８１９  １,１５２

合 計 １２，８６４ １３，７８５  １２,８５８

  

総与信に占める開示債権額の割合 ３．３９％ ３．８２％  ３．４８％

 
（注）上記の四半期末(平成 18 年 12 月末)の計数は、｢金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則｣第

4 条に規定する各債権のカテゴリーにより分類しておりますが、集計方法については以下の点につき年度末
又は中間期末に開示する計数とは異なるため計数は連続しておりません。 

 
１．平成 18 年 12 月末の「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」および「危険債権」の金額は、同年 9月末

時点における債務者区分（※）をベースとし、同 9 月末から 12 月末までの倒産、不渡り、延滞等の客観
的事実のほか、当行の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直しを行い、平成 18 年 12 月末残高に
て開示しております。 

 
２．平成 18 年 12 月末の「要管理債権」の金額は、同様に同年 9月末時点における「要管理債権」をベースと

し、同 9 月末から 12 月末までに新たに「要管理債権」となった貸出債権、および回収状況ならびに債務
者区分の変更を勘案し、平成 18 年 12 月末残高にて開示しております。 

 
※ 債務者区分との関係 

・破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権） 
・危険債権 （破綻懸念先の債権） 
・要管理債権（要注意先のうち、元本又は利息の支払が 3ヶ月以上延滞しているか、 

又は貸出条件を緩和している債権） 

 

 

 
３．自己資本比率（ 国内基準 ）   

 

 

 
                     

平成１９年３月末の単体自己資本比率は１０．７％程度、単体ＴierⅠ比率は９．３％程度を予想しております。

         連結自己資本比率は１０．７％程度、連結ＴierⅠ比率は９．３％程度を予想しております。

(参考) 

 平成 19 年 3 月末 

(予想値) 

平成 18 年 9 月末 

(実績) 

【単体】自己資本比率  １０．７％程度 １０.７７％

 うちＴierⅠ比率  ９．３％程度 ９.４６％

【連結】自己資本比率  １０．７％程度

 

１０.８３％

 うちＴierⅠ比率  ９．３％程度  ９.４７％

 

（注）上記予想値は、経営環境他に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。 
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 株式会社 静岡中央銀行 

 
４．時価のある有価証券の評価差額（単体） 
○ 評価差額                                  （単位：百万円）   (参考)  （単位：百万円） 

平成 18 年 12 月末 平成 17 年 12 月末  平成 18 年 9 月末 

評価差額 評価差額  評価差額 

 

 

 

時価 

  うち益 うち損

時価 

  うち益 うち損  

時価 

  うち益 うち損

その他有価証券 57,296 6,295 6,983 688 58,617 8,604 8,922 317  56,866 6,334 6,988 653

株 式 8,597 6,167 6,195 28 8,561 6,585 6,586 0  8,246 6,201 6,233 32

債 券 33,201 △280 89 369 31,122 53 325 271  33,327 △159 134 294

 

その他 15,497 408 699 290 18,934 1,965 2,010 45  15,292 292 619 327

 
（注）１．平成 18 年 12 月末の「評価差額」及び「含み損益」は、同年 12 月末時点の帳簿価額（償却原価法適用前、

減損処理前）と時価との差額を計上しております。 
また、平成 18 年 9月末の「評価差額」及び「含み損益」は、同年 9 月末時点の帳簿価額（償却原価法 
適用後、減損処理後）と時価との差額を計上しております。 

   ２．満期保有目的の債券、子会社・関連会社株式で時価のあるものはありません。 

  

 

５．デリバティブ取引 （単体） 

   該当ございません。 

 

 

６ ．預金・貸出金の残高（単体） 

（１）預金の状況 

 
平成１８年１２月末の預金残高は、４３７，０８４百万円（前年同期比＋１４，９６４ 百万円 ３．５４％増）

となりました。  

 
（単位：百万円）    (参考)    （単位：百万円） 

 平成 18 年 12 月末 平成 17 年 12 月末 平成 18 年 9月末 

預 金（末残） ４３７，０８４ ４２２，１２０

 

４３０,０３２

 うち個人預金 ３１４，５９３ ３０９，２９３  ３１１,６１９

 

（２）貸出金の状況 

 

 

 

平成１８年１２月末の貸出金残高は、３７８，４６９百万円（前年同期比＋１９，３８１百万円 ５．３９％増）

となりました。 

（単位：百万円）    (参考)    （単位：百万円） 

 平成 18 年 12 月末 平成 17 年 12 月末  平成 18 年 9月末 

貸出金（末残） ３７８，４６９ ３５９，０８７  ３６８,０６２

うち中小企業等向け貸出金 ３４０，０５９ ３２１，７６４  ３２９,０９４  

うち消費者ローン ６７，５９８ ６１，５０９  ６３,８２２

 
 

以 上 
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